
田  井 中

財団法人 八尾市文化財調査研究会報告46

I 田井中遺跡  俳嬌痢 a
Ⅱ 田井 中遺跡  (第 7拶輔 a
Ⅲ 田井中遺跡  彿Ю久裁働

1995年 3月

財団法人 八尾市文化財調査研究会





ペ ー ジ IL

第 2図 図序層本
４０
基

第10層・ 。・上回の
標高はT.P.+9.3～
9。 4mである。

第 10層・ ・・上 回の

標高はT.P.+9.1～
9。 3mである。



田  井 中

財団法人 人尾市文化財調査研究会報告46

I 田井中遺跡  (第 5ツ爾 a

Ⅱ 田井中遺跡  俳ηtta

Ⅲ 田井中遺跡  彿10綱

1995年 3月

述遅

財団法人 八尾市文化財調査研究会



は 潔うミ

八尾市の位置する河内平野は、古来より幾度となく旧大和川の氾濫を受けながら、その

自然環境のもと、豊かな土壌に育まれてきた地域であります。この平野部には古来より先

人達が生活するうえで築いてきた貴重な文化遺産が数多く埋蔵されております。また同市

の東部に連なる信貴生駒山系の西麓部にも平野部と同様、数多くの文化遺産が埋蔵されて

います。

近年八尾市では、大小様々な分野での都市開発事業が進められるようになり、21世紀に

向け近代都市へと大きく変貌しようとしております。しかし、こうした都市開発は便利さ

や豊かさを与えてくれる反面、先人達の数々の足跡である文化遺産を破壊する危険な面を

持っています。確かに一部の遺跡では整備され保存・保護されているとはいえ、そのほと

んどは痕跡を止めず消滅していきます。そこで、私共では「開発の波」に呑まれ、失われ

ていく貴重な文化遺産を後世の人々へ伝承することが責務であると認識し、破壊される遺

跡については発掘調査を実施して記録保存に努めております。

今回、昭和62年度に実施しました田井中遺跡 (第 5次)、 昭和63年度に実施しました田

井中遺跡 (第 7次)、 平成 4年度に実施しました田井中遺跡 (第 10次)の調査および整理

が完了しましたので報告書を刊行する連びとなりました。本書が学術研究及び本市の地域

史の資料として、さらに文化財保護への啓発普及に活用して頂ければ幸いであります。

末筆となりましたが、調査においてご協力いただきました関係各位の皆様方に深くお礼

申し上げますとともに、今後ともよリー層のご理解、ご支援を賜りますようお願いいたし

ます。

19954F3月 財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 木 山 丈 司

きし



1.本書は財団法人入尾市文化財調査研究会が昭和62年度、昭和63年度、平成 4年度に実施し

た発掘調査成果報告を収録したもので、内業整理及び本書作成業務は各現場終了後に着手

し、平成 6年度をもって終了した。

1.本書に収録した報告は、下記のとおりである。

1.本書掲載の地図は、大阪府人尾市市役所発行の2.500分の 1(昭和61年 8月 )、 人尾市教育委

員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成5年 10月 1日改訂)を もとに作成した。

1.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

1.本書で用いた方位は磁北及び国土座標の真北を示している。

1.遺構は下記の略号で表した。

溝―SD 井戸―SE 土坑―SK 小穴―SP 自然河川一NR

l.遺物実測図は、断面の表示によつて次のように分類 した。

弥生土器・土師器・瓦器・石類―白、須恵器・陶磁器一黒、木製品―斜線。

1.各調査に際して発掘調査、写真 。実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民

の方々が、広く利用されることを希望する。

1.本書作成にあたり大阪府教育委員会文化財県護課 亀島重則技師、財団法人大阪府文化財

協会 林日佐子技師、人尾市立曙川小学校教諭 奥田尚氏にご指導および御教示いただい

た。この場を借 りて厚 く御礼申し上げます。
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I 田井中遺跡第 5次調査 (T N87-5)



例

1.本書は人尾市空港 1丁目81で実施した通信局建設事業に伴う発掘調査の報告である。

1.本書で報告する田井中遺跡の発掘調査業務 t事、人尾市教育委員会の指示書 (入教社文第14

号 昭和62年 4月 15日 )に基づき財団法人人尾市文化財調査研究会が防衛庁から委託を受

けて実施したものである。

1,本調査は財団法人八尾市文化財調査研究会が田井中遺跡内で実施した第 5次調査 (遺跡略

号 TN87-5)で ある。

1.現地調査は、昭和62年10月 19日 から同年12月 5日 にかけて西村公助を担当者として実施し

た。調査面積は約216m2を 測る。調査においては岡田聖一 。山口ひろみ・武田正泰の参加

があった。

1.内業整理は、現地調査終了後実施し平成 7年 3月 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―西村 (公)・ 西村和子・石原好恵、図面レイアウト

・ トレースー西村 (公)。 西村 (和 )・ 石原 。中西明美、遺物写真撮影―西村 (公)が行

なった。

1.本書の執筆および編集は西村 (公)が行なった。
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第 1章 調査に至る経過

田井中遺跡は、大阪府八尾市の南部に位置しており、現在の行政区画では田井中 1～ 2。 4

丁目、志紀町西 2・ 3丁目、空港 1丁目一帯の東西約1.Okm、 南北0.6kmの範囲にある。

当遺跡発見の契機は、昭和50年度に陸上自衛lfZ人尾駐屯地内での下水道工事掘削の際、弥生

時代前期の土器が出土したことによる。しかしその工事での遺構埋没深度、出土遺物状況等の

詳細は不明であった。その後、同駐屯地内を含めた当遺跡内では、発掘調査は実施されておら

ず遺跡の詳細は不明のままであった。

昭和57年度に上記駐屯地内において施設建設の工事が行なわれ、それに伴う発掘調査を実施

した結果、弥生時代と推定される遺構と弥生時代～古墳時代に至る遺物を濃密に含んでいる層

を検出した (① )。 この調査以降、同遺跡内の南西部地域一帯では、第 1図で示した通り、平

成 6年度までに当調査研究会で 7件 (②～③)、 大阪府教育委員会文化財保護課 。 (財)大阪

府埋蔵文化財協会で 5件 (I～ V)[第 1図。第 1。 2表参照]の調査を実施しており、弥生

時代前期から中世に至る遺構の検出および遺物の出上があり、特に弥生時代金般を通し、当遺

跡内南西部地域で集落を営んでいることが明らかになった。

このような情勢下、昭和62年度に大阪防衛施設局から八尾市教育委員会文化財課に、陸上自

衛隊八尾駐屯地内において通信局舎を建設する旨の通知があった。同文化財課では建設予定地

が田井中遺跡の遺跡範囲内に存在しており、昭和57年度の調査 (①)や昭和59年度の調査 (② )

で弥生時代前期から古墳時代中期の遺構を検出していることから、当建設予定地にも埋蔵文化

財があると予想され、発掘調査が必要であると判断した。同文化財課は事業者に建設工事によっ

て地下に埋没している文化財の破壊が予想される部分を対象に発掘調査が必要である旨を通知

し、発掘調査を実施することが両者で合意された。上記のことより当調査研究会へ全面発掘調

査が依頼されたものである。

今回の調査地 (③)は、昭和57年度に

当調査研究会が実施した第 1次調査地の

南東約30mに位置し、田井中遺跡推定範

囲内の中央より南部にあたる。調査は通

信局舎建設に伴って実施したもので、当

調査研究会が田井中遺跡内で実施した第

5次調査 (遺跡略号 TN87-5)で ある。

写真 1 調査地周辺 (東から)
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財 団法 人 人尾市文化財調査研 究 会 調査 地
地図番 号 調 査 機 関 次 調査 年度 略  号 調 査 期 間 調査 面 橋 調 査 原 因 住   所

① 研 究 会 1 H召和 57年 度 TN82-1 S570816´ -0826 自衛 隊  施設建設 田井 中無番地

② 研 究 会 2 昭和 59年 度 TN84-2 S591015--1026 155 自衛 隊  施設建設 空 港 丁 目 31

③ 研 究 会 5 昭 禾日62年 度 TN87-5 S621019´-1205 自衛 隊  施 設建設 空 港 丁 日81

① 研 究 会 7 昭 和 63年度 TN88-7 S630530´ -0616 自衛 隊 施 設建設 空 | 丁 目81

研 究 会 平 成 4年度 TN92-10 H040928--1222 1,003 自衛 隊  施 設 建 設 空 i 丁 目 18

研 究 会 11 平成 5年度 TN93-11 H050412´ ―■060304 1,863 自衛 隊  施 設 建 設 空 港 丁 日81

C 研 究 会 平成 5年度 TN93-12 H050802´ -1008 自衛 隊  施 設 建 設 空 ,巻 丁 目81

① 研 究 会 平成 5年度 TN93-13 H060201--0210 公共下水道 90工区 田井 中 1丁 目地 内

研 究 会 =財団 人 人 尾 市 文 化 財 詞 査 研 究 会

お よ 人 大阪府埋 蔵文化財協 会  調査 地
地 図番 号 調 査 機 関 調 査 年 度 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因 住   所

I 府 教 委 平成元年度 試 掘 調 査 空 港 丁 日

府教委 平成 2年度 H0212´―■0303 特定保 水池整備工事 空 港 丁 日

府教 委 平成 3年度 ■0310々―H0403 人尾空港北濠改修工事 空 港 丁 目

Ⅳ 府教委 平成 4年度 H0404-一 H0503 特 定保水池整備工事 空 港 丁 目

V (財 )大 阪 平成 6年度 H0606´-08 自衛隊  施設建設 空 港 丁 目

府教委 =大阪府教 育委 員会
(財 )大阪 =財団法 人  大 阪府埋蔵文化財協 会

第 1表 田井中遺跡 発掘調査 一覧表

志紀町西 3丁 目地内■051ユ 20´-1227

研 究 会 =財団法 人 人尾 市文

大阪府教育委 員

府教委 =大阪府教育委員 会
(財 )大阪 =財 団法人

第 2表 志紀遺跡 発掘調査 一覧表

第 1図 調査地周辺図

-2-
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第 2章 地理 歴史的環境

当遺跡は、現在の行政区画では田井中 1～ 2・ 4丁 目、志紀町西 2・ 3丁目、空港 1丁目一

帯にあたる。当遺跡の周辺には、北に鎌倉時代の集落を検出している老原遺跡、北東に弥生時

代～中世にかけて水田遺構を検出している志紀遺跡、西に平安時代後期の集落を検出している

木の本遺跡、南東に弥生時代後期と奈良時代の集落を検出している弓削遺跡が位置している。

当遺跡は地理的には、東を生駒山地、西を上町台地、北を淀川、南を羽曳野丘陵によって囲

まれている東西約10 km、 南北約20kmの沖積低地である河内平野の南部地域に存在している。

当遺跡内では、昭和57年度から平成 5年度までに、当調査研究会が13次、大阪府教育委員会

が 4次にわたる発掘調査を実施している。これらの調査の結果から、当遺跡内で集落が営まれ

始めるのは、縄文時代晩期頃ということが判明している。また弥生時代前期中頃の時期以降、

中期を経て弥生時代後期までの弥生時代全般にわたつて同駐屯地内で集落が営まれていること

が明らかになっている(①～⑦・ V)。

同駐屯地内の調査では、古墳時代前期の [庄内式期]と [布留式期]の遺構や中期の遺構を検

出しており、集落が営まれていると推定される(②・④ o③)。 また、奈良時代以降近世に至ま

での遺物も少量ながら出土していることから、近隣に集落が存在していると推定される。

当遺跡の北東側に近隣する志紀遺跡 (③・Ⅵ・Ⅶ)では、弥生時代前期から鎌倉時代の水田跡

が連綿と続いて検出されることや、西に近隣しているの木の本遺跡『入尾空港内発掘調査の第

6調査区』では、平安時代後期の集落を検出している。

当遺跡内の今回報告する調査地では、平安時代以降は条里の水田が広がっていたと推定され、

同時期の集落は存在していないことが明かになっている。

参考文献

・八尾市役所  『八尾市史』(前近代)本文編 昭和63年 10月 27日
・財団法人 八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度』「Ⅱ 田井中遺跡」
1989年 3月 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告 17
・財団法人 八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』「 I 田井中遺跡  (志紀遺跡)」
財団法人 八尾市文化財調査研究会報告40
,大阪府教育委員会  『田井中遺跡発掘調査概要 I』  1991年 3月
,大阪府教育委員会  『田井中遺跡発掘調査概要Ⅱ』 1992年 3月
,大阪府教育委員会  『田井中遺跡発掘調査概要Ⅲ』 1993年 3月
。大阪府教育委員会  『田井中遺跡発掘調査概要Ⅳ』 1994年 3月
( )内 の数字は第 1図の調査地点呑号である。第1図および第 1・ 2表参照
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第 3章 調査概要

第 1節.調査の方法と経過

調査に際しては、当調査研究会が実施した昭和57年度調査の成果をもとに、現地表下2.3m

までに存在する盛土および旧耕土を機械で掘削し、以下約0.4mは 人力掘削を行ない、 1面の

調査を実施した。調査の結果、弥生時代前期から弥生時代後期の遺構の検出および弥生時代前

期から平安時代にかけての遺物の出土があった。調査地での地区割は、調査地の南東側に基準

点を置き、この基準点から西へ35m、 北へ25mにわたって設定した。一区画の単位は 5m四方

で、基準点から東西方向はアルファベット (東からa～ g)、 南北方向は算用数字 (南から1～ 5)

で示した。地区別の表示は、一区画の南東隅に交差する線を用い、la～ 5g区 と呼称した。

通信局舎の建設予定地を第 1区 (東西16m×南北12m、 面積192ポ )、 予備電源室建設予定地

を第 2区 (東西 4m×南北 6m、 面積24m2)と し、調査は第 1区から先に行なった。

調査においては、八尾市教育委員会の指示書に基づき現地表下2.3mま での土を機械で掘削

し、以下の各層は人力による掘削を行ない遺構・遺物の検出に努めた。

その結果、第 1区では弥生時代前期から古墳時代中期に至る遺物を含む層 (第 10層 )を確認

し、この層直下 (地表下約2.7m)の標高T,P,+8.5mの 第11層上面で弥生時代前期の土坑 1基、

弥生時代中期の土坑 6基 と溝 2条、弥生時代後期の土坑 1基、時期不明の土坑 3基を検出した。

また、第 2区は、機械掘削終了後壁面が崩壊するおそれがあり、人力掘削を行なうことは危険

であると判断し、面的な調査を断念した。そのため第 1区の遺構検出面 (地表下約2.7m)ま

で機械により掘削し、第10層内から出土した遺物を採集した。

第 2節.基本層序

今回の調査区では、弥生時代前期以前に相当する層 (第12層〉から現代 (第 0層〉までの堆

積状況を確認した。現代及び近代の工事掘削により本来の堆積状況が壊されている部分が数箇

所あったが、全面にわたり比較的良好な堆積状況が確認できた。確認した堆積土層のうち面的

な調査を行なったのは、第11層上面 【第 1面】(弥生時代前期～後期遺構検出面)である。(第

3図参照)

第0層 盛土。層厚0.3～ 0.5m[上面はT.P.+11.5m]。

現代の産業廃棄物 (コ ンクリート等)含む。

0' 現代に掘りかえされた攪乱。

第1層 灰色粗砂混粘土 (10Y5/1)。 層厚0,15m。
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1' 微砂含む。層厚0,15m。

1" シルト含む。層厚0.15m。

第 2層 明黄褐色細砂混粘質土 (10YR 6/6)。 層厚0.2～ 0.3m。

第 3層 褐灰色シルト混粘質土 (10YR 4/1)。 層厚0.1～ 0。 3m。

第 4層 灰色シルト混細砂粘質土 (5BG 4/1)。 層厚0。 1～ 0.2m。

第 5層 灰色シルト混粘質土 (7.5Y4/1)。 層厚0。 1～ 0.3m。

5' 細砂含む。

第 6層 オリーブ黄色細砂混シルト(7.5Y6/3)。 層厚0.2～ 0.4m。

第 7層 暗青灰色粘土 (10BG 3/1)。 層厚0。 1～ 0.3m。

第 8層 青灰色細砂混粘土 (10BG 6/1)。 層厚0。 4m。

8' 青灰色粘土 (10BG 6/1)。 層厚0。 1～ 0。 2m。

第 9層 青黒色細砂混粘質土 (5BG 2/1)。 層厚0.1～0.3m。

第10層 青黒色粗砂混粘土 (5PB 2/1)。 層厚0.3～ 0.4m。

弥生時代前期から古墳時代中期にかけての遺物含む。

第11層 暗青灰色粘質シルト(10BC 4/1)。 層厚0.1～ 0.2m。

上面は弥生時代前期末～後期初頭遺構検出面。

第12層 緑灰色シルト混粘土 (10G5/1)。 層厚0.5m以上

弥生時代前期末以前に相当する層。
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第 4図 第 1区 検出遺構平面図
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第 3節.検出遺構・出土遺物

1)第 1区

調査の結果、第 1区では標高T.P.+8.5m付近の第11層上面で弥生時代前期の土坑 1基 (SK-1)、

弥生時代中期の上坑 6基 (SK-2～ SK-7)。 溝 2条 (SD-1・ SD-2)、 弥生時代後期の上坑 1基 (SK-8)、

時期不明の上坑 3基 (SK-9～SK-11)を 検出した。

第 5層内からは平安時代の遺物が、第10層 内からは弥生時代前期から古墳時代中期に至る遺

物が出土した。第10層 から

はコンテナ箱10箱程度出土

したが、そのほとんどが破

片であった。

弥生時代前期の遺構

土坑 (SK)

SK-1

2d地区で検出した土坑

で、上面の形状は不定形を

呈す。東西幅1.6m、 南北

幅0.6m、 深さ0.2mを測る。

内部堆積土は暗灰色細砂混

粘土 (N3/)である。土坑

内からは弥生時代前期の甕

(1)が出上した。 (1)は、

体部外面全体にススが付着

しており、煮炊きに使用し

た痕跡が残つていた。

弥生時代中期の遺構

土坑 (SK)

SK-2

2・ 3d地区で検出した土

坑で、上面の形状は円形を

呈す。径1,4m、 深さ0.2m

を測る。内部堆積土は上か

ら、暗灰色シル ト混粘土

１９
Ｉ

ｎ

Ｈ

ｗ

ｌ
‐〈〕）‐9                  1P                 :OCm

第 5図 SK-1(1)SK-2(2)SK-5(3)SK-6(4～ 7)
出土遺物実測図
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(N3/)、 青灰色粘土 (10BG 5/1)で ある。土坑内からは弥生時代中期の甕 (2)が出上した。

SK-3

2c・ d地区で検出した土坑で、上面の形状は精円形を呈す。東西幅1.2m、 南北幅0。 8m、 深

さ0,2mを 測る。内部堆積土は上から、暗灰色シル ト混粘土 (N3/)、 青灰色粘土 (10BG 5/1)で

ある。土坑内からは壺、甕等の破片が少量出土 した。

SK-4

2・ 3C地区で検出した土坑で、上面の形状は楕円形を呈す。東西幅0.4m、 南北幅0。 7m、 深

さ0.lmを 測る。内部堆積土は暗灰色シル ト混粘土 (N3/)で ある。土坑内からは重の破片が出

土 した。

SK-5

2c地区で検出した土坑で、上面の形状は楕円形を呈す。東西幅0.6m、 南北幅0.55m、 深さ

0.lmを 測る。内部堆積土は暗灰色シル ト混粘土 (N3/)で ある。土坑内からは弥生時代中期の

甕 (3)等の破片が少量出土した。

SK-6

1・ 2c地区で検出した土坑であるが、東と南は調査区外に至る。検出部の上面の形状は半円

形を呈す。検出部の東西幅1.7m、 南北幅2.Om、 深さ0.3mを 測る。内部堆積土は上から、暗

灰色シルト混粘土 (N3/)、 青灰色シル ト混粘土 (10BG 5/1)、 青灰色粘土 (10BG 5/1)で ある。土

坑内からは弥生時代中期の重 (4)、 甕 (5・ 6)、 土製有孔円板 [蓋 翻 (7)が出土した。

SK-7

3d地区で検出した土坑で、上面の形状は楕円形を呈す。検出部の東西幅0.45m、 南北幅0.3

m、 深さ0.25mを測る。内部堆積土は上から、暗灰色シルト混粘土 (N3/)で ある。土坑内から

は弥生時代中期の壷等の破片が少量出土した。

溝 (SD)

SD-1

3d地区で検出した。南北方向に伸びるが北側は調査区タトヘ至る。検出長2.5m、 幅0,7～ 1.15

m、 深さ0.35mを測る。内部堆積土は上から、暗灰色シルト混粘土 (N3/)で ある。土坑内から

は弥生時代中期の甕 (3)が出土した。

0              10

第 6図  SD-1(8)出 土遺物実測図
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SD-2

2c・ d地区で検出した。南東から北西方向に伸びるが南東部は調査区タトヘ至る。検出長5.5m、

幅0.45～ 1.45m、 深さ0.3mを 測る。内部堆積土は上から、暗灰色シルト混粘土 (N3/)、 黒色

粘土 (N2/)で ある。暗灰色シルト混粘土層内からは弥生時代中期の壼 (9。 10)、 石鏃 (11)、

石包丁 (12)、 磨製石器 (13)が出土した。

帥 。
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第 7図 SD-2(9～ 13)出土遺物実測図

弥生時代後期の遺構

土坑 (SK)

SK-8

2d・ e地区で検出した土坑である。西と南は調査区外に至る。検出部の平面形状は半円形を

呈す。検出部の東西幅2.4m、 南北幅2.Om、 深さ0.5mを 測る。内部堆積土は上から、①暗灰

色シルト混粘土(N3/)、 ②青灰色粘土(10BG 5/1)、 ③青灰色シルト混粘土(10BG 5/1)、 ④暗青

灰色シルト(10BG 3/1)、 ⑤黒色粘土(N2/)である。①層内からは、弥生時代後期の長頸重 (14

～19)、短頸壺 (20)、壷 (21～ 23)、 小型鉢 (24・ 25)、 有孔鉢 (26～ 28)、 高杯 (29・ 30)、 甕

(31)、 土錘 (32)等が出土した。

長頸壷 (14～ 19)は、外傾する日縁部で、端部は九く終るものと、尖るものがある。体部は

Ⅷ夢6
≦安
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盗

夕
SC>2,10

)番号は遺物実測番号

① 暗灰色シルト混粘土(N3/1)
青灰色粘土(10BG 5/1)
青灰色シルト混粘土(10BG 5/1)

暗青灰色ンル ト(10BG 3/1)
黒色粘土 (N2/1)

第 8図 SK-3 平断面図
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第 9図 SK-8(14～ 23)出土遺物実測図
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第10図 SK-8(24～ 32)出土遺物実測図

球形で、突出する底部をもつ。 (14)に は、ヘラによる記号が体部内面と外面にある。また、

(15。 16)に は、ヘラによる記号が頸部内面にある。短頸壼 (20)は 口縁端部を肥厚させ頸部

は直立する。肩の張った体部をもつ。小型鉢 (24)の 口縁部は注ぎ口をもつ。小型鉢 (25)は

椀形の器形である。有孔鉢 (26～28)は深鉢形を呈し、 (27・ 23)は外面全体にタタキを施す。

高杯 (29)は杯と脚部の接合に円板充損法を用いており、後期の中でも古い様相をもつもので
註 1

ある。奏 (31)は、体部内外面ともにナデて成形している。

時期不明の遺構

土坑 (SK)

SK-9

2c地区で検出した土坑で、上面の形状は不定形を呈す。東西幅0.4m、 南北幅0.7m、 深さ0.

15mを測る。内部堆積土は暗灰色シルト混粘土 (N3/)である。内部からの出土遺物はなかった。

SK-10

2c地区で検出した土坑であるが、東は調査区外に至る。検出部の東西幅0.65m、 南北幅0.8

m、 深さ0.25mを測る。内部堆積土は暗灰色シルト混粘土 (N3/)で ある。内部からの出土遺物
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はなかった。

SK-11

3d地区で検出した土坑で、上面の形状は楕円形を呈

す。東西幅0.4m、 南北幅0,75m、 深さ0.lmを 測る。内

部堆積土は暗灰色シルト混粘土(N3/)で ある。内部から

の出土遺物はなかった。

第5層出土遺物

1画

第11図 第 5層 (33)出土遺物実測図

第 5層内からは黒色土器の椀 (33)が出土した。 (33)は、高台部で、内面の見込み部に密

な平行のヘラミガキを施した後、連結輪状のヘラミガキを施している。外面の高台部はヨコナ

デで、底部分はナデている。

第10層 出土遺物

第10層内からは弥生時代前期～古墳時代前期 [庄内式期]の遺物 (34～ 60)が出土した。 (34

～36)は弥生時代前期末頃のもので、 (34)は 、頸部外面に多条沈線を施す重で、河内 I-4

様式に相当する。(351は蓋で、焼成前に天丼部に孔があけられている。(36)は甕である。 (37)

は頸部にヘラによる直線文を施しており、また、 (38)は 口縁端部の面にヘラによる斜格子の

文様を施しており弥生時代前期から中期にかけての土器である。 (39～ 43)は弥生時代中期に

相当する。 (44～ 47)は弥生時代後期に相当する。 (44)イよ口縁端部の面に凹線文の文様を施し

ており中期的な様相を残した。 (48)は古墳時代前期 [庄内式期]の甕である。 (49)|ま紡錘車

で、焼成前に中央に子しを開けている。 (50～ 52)は円板型土製品で、いずれも土器を転用して

いる。 (50)は直線文を施した壺を転用しており、中期前半頃のものと推定される。 (53)は用

途不明の土製品で、底部の平面形状は長方形である。底部内面は4箇所ナデくぼみがあり中央

に凹線がある。 (54)はサヌカイト製の石鏃、 (55)石槍の未製品である。 (56)は偏平片刃石

斧で、B面は斧の柄に取り付けるためほぼ全面を割くばめられている。 (57・ 58)は 石包丁で、

(58)は横長のものである。 (59)|ま タタキ石と思われる。円筒形で、全面に叩いた痕跡や磨

いた痕跡が見られる。 (60)は動物型土製品 (鹿 9である。前足および後足、尻尾、顔の口と

片方の角の部分が欠損している。全体は丁寧なナデによって仕上げられている。両目は箆状の

工具で押し付けており、B面の頚の部分と尻の中央部分にも箆状の工具で押し付た跡が 1箇所

ある。頭には、角状の突起が付 くと思われる。耳は目の横より下に付けられ、象の耳に似た縦

長で幅の広いものを取り付けている。現存長などの各数値は観察表を参考されたい。
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第13図 第10層 (54～ 59)出土遺物実測図
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2)第 2区

第 2区は、機械掘削終了後壁面が崩壊するおそれがあり、人力掘削を行なうことは危険であ

ると判断し、面的な調査を断念した。そのため第 1区の遺構検出面 (地表下約2.7m)ま で機

4/Aに より掘削し、第10層内から出土した遺物を採集した。

第10層内出土遺物

弥生時代前期の重 (61・ 62)、 弥生時代中期の奏 (63・ 64)、 弥生時代後期の重 (65)、 奏 (66)、

古墳時代前期 [布留式期]の奏 (67・ 68)が出土した。

(61)は 、日縁端面に1条の沈線を施し、この上下にキザミロを施す。(62)1ま日縁端面に

ヘラによる斜格子文を施す。(63)|ま大型、(64)は小型の甕である。(65)は球形の体部で、

内外面共にハケナデを施している。

第14図 第 2区 第10層 (61～ 68)出土遺物実測図

註1 佐原真「畿内地方」『弥生土器集成 本編 2』  1968 P.61
註2 寺沢薫・森岡秀人編著『弥生土器の様式と編年』「近畿編 I」 1989年 6月 15日  図書出版 木耳社

L
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遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼成 備  考

１
　

　

　

四

弥生土器

甕

256
218

底径  62
瑶せで騨Fき鳥諜 <窮験。

髄 1～ 6 mln程

度の砂粒を

含む。

良好

第 4章 出土遺物観察表

SK-2

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼成 備  考

2 弥生土器

甕

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ヘラミガ
キ。

にぶい褐色 1～ 4 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

SK-5

遺物番号
図版番号

器  種 略
綿

旦星法 詞 整 色   調 胎   土 焼成 備 考

弥生土器

養

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ハケナデ。 にぶい責褐

色

1～ 2 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

SK-6

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

調 整 色  調 胎  土 焼成 備 考

4 弥生土器

重

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ヘラミガ
キ。口縁端面に直線文を施したのち縦方向の

直線文を施す。

灰責色 1～ 4 mln程

度の砂粒を

含む。

良好

5 弥生土器

甕

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 にぶい責褐

色

1～ 3 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

６
　
　
　

四

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、
外面ハケナデ。

にぶい黄橙

色

1～ 2 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

７
　
　

　

四

弥生土器

土製有孔

円板 厚さ  08

内外面ナデ。焼成前に 2個孔がある。 にぶい責橙

色

1～ 2 1nn程

度の砂粒を

含む。

良好

遺物番号
図版番号

器  種 法量 回径
器高

調 整 色  詞 胎  土 焼成 備  考

8 弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 黒褐色 lHn程度の

秒粒を含む。
良好
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遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼 成 備 考

弥生土器

董

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰オリープ
色

1～ 4Bm程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器 223 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 仄黄色 1～ 3 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

Ｈ
　

　

　

四 石鏃

現存長  49
幅   22
厚さ  07

両面共にまJ離 された痕跡が残る。 暗灰色

・２
　
　
　
四 石包丁

長存

　

さ

現

幅

厚

片刃で、両面共に研磨痕が残る。紐孔が2個

ある。
緑灰色

・３
　
　
　
四 石鏃

長存

　

さ

現

幅

厚

両面共に研磨痕が残る。 暗灰色

SK-8

遺物番号
図版番号

器  種
法量 口径
器高

調 整 色   調 胎   土 焼成 備 考

五

弥生土器

長頸重

115
28 5

底径  46

口縁部内外面ヨコナデ。頭部内面ハケナデ、
外面ヘラミガキ。体部内面ヘラミガキ下半は
ハケナデ、外面ヘラミガキ。体部内面下半に

放射状にヘラによる沈線を施し、外面下半に
2条のヘラ記号がある。

にぶい責橙

色

1～ 4 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

・５
　
　
　
五

弥生土器

長顕重

122
27 8

底径  44

口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ハケナデ、

外面ナデ。頸部内面に 1条のヘラ記号あり。
体部内面ハケナデ、外面ヘラミガキ。

仄白色 1～ 3 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

‐６
　
　
　
五

弥生土器

長頸重

114
25 0

底径  51

口縁部内外面ヨヨナデ。顕部内面ハケナデ、

外面ナデ。頸部内面に 1条のヘラ記号あり。
体部内面ハケナデ、外面ナデ。

にぶい橙色 1～ 4 mln程

度の砂粒を

含む。

良好

・７

　

　

　

五

弥生土器

長頸董

107
23 6

底径  54

口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ハケナデ、
外面ナデ。体部内面ハケナデ、外面上半ハケ
ナデ、下半ヘラミガキ。粘上のつぎめが残る。

浅責色 1～ 5rn程

度の砂粒を

含む。

良好

‐８
　
　
　
五

弥生土器

長顎重

13 1

26 1

底径   50

口縁部内外面ヨコナデ。顕部内面ハケナデ、

外面ヘラミガキ。体部内面ハケナデ、外面ヘ

ラミガキ。

浅黄色 1～ 5Hm程

度の砂粒を

含む。

良好

‐９
　
　
　
五

弥生土器

長頸壷

口縁部内外面ヨヨナデ。頸部および体部内外
面ハケナデ。粘上のつぎめが残る。

にぶい責橙

色

1～ 4 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

２〇
　
　
　
五

弥生土器

霊

135
27 6

底径  49

口縁部および頚部内外面ヨヨナデ。体部内面

ナデ、外面ヘラミガキ。

にぶい橙色 1～ 6 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器 口縁部内外面ヨコナデ。 にぶい黄掲

色

1～ 3 1nm程

度の砂粒を

含む。

良好
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遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

詞 整 色  調 胎   土 焼 成 備 考

弥生土器

底径   38

体部内面ハケナデ、外面ナデ。 淡責色 1～ 5 ma程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

底径   45

体部内面ハケナデ、外面ヘラミガキ。 灰責色 1～ 2 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

２４
　
　
　
五

弥生土器

鉢

107
61

底径  44

体部内面ハケナデ、外面ナデ。 にぶい黄色 1～ 4 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

２５
　
　
　
五

弥生土器

小型鉢

67
64

底径  34

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい黄橙

色

l mn程度の

砂粒を含む。
良好

２６

　

　

　

エ
ハ

弥生土器

有孔鉢

162
102

底径  51

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ハケナデ、
外面ナデ。底部に焼成前に孔あり。

橙色 1～ 4 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

２７

　

　

　

エ
ハ

弥生土器

有孔鉢

147
120

底径  27

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
タタキ。底部に焼成前に孔あり。

浅責橙色 1～ 3 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

２８
　
　
　
一
ハ

弥生土器

有孔鉢

158
124

底径  47

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ハケナデ、
外面タタキ。底部に焼成前に孔あり。

にぶい責橙

色

1～ 2 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

２９
　
　
　
エ
ハ

弥生土器

高杯

23 4

16.5

底径  134

杯部内面ナデ、外面ヘラミガキ。脚部および
裾部内面ハケナデ、外面ヘラミガキ。裾部に
スカシ孔が 3箇所あり。

橙色 1～ 6 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

高杯 裾径  154

裾部内面ナデ、外面ヘラミガキ。裾部にスカ
シ孔が 4箇所あり。

にぶい黄橙

色

1～ 6 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

３‐
　
　
　
ェ
ハ

弥生土器

小型甕

119
137

底径  44

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい橙色 1～ 5 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

土錘

長存

　

径

現

径

孔

全体ナデ。中央に貫通した孔がある。 灰責色 粗 良好

第

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高 調 整 色  詞 胎  土 焼 成 備 考

３３
　
　
　
七

黒色土器

椀

径

高

台

台

一局

一局

高台部ヨコナデ。見込み部ヘラミガキ。螺旋
状のヘラによる暗文がある。

外赤褐色 精良 良好
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第 10層

遺物番号
図版番号

器  種
法量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼成 備  考

３４
　
　
　
七

弥生土器 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面ヘラミガ

キ。頸部外面に平行の沈線を7条十α施す。
仄白色 1～ 3 mr程

度の砂粒を

合む。

良好

３５
　
　
　
七

弥生土器

蓋

114 口縁部内外面ヨコナデ。天丼部内外面ナデ。
天丼部に孔あり。

責灰色 1～ 2 nlm程

度の砂粒を

含む。

良好

３６

　

　

七

弥生土器

甕

178 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。体
部外面に沈線を2条施す。

褐灰色 1～ 2 rm程

度の砂粒を

含む。

良好

３７
　
　
　
七

弥生土器

霊

口縁部内外面ヨコナデ。頚部内面ハケナデ、

外面ヘラミガキ。顎部外面に櫛描き直線文を

施す。

灰黄色 1～ 2 rm程

度の砂粒を

含む。

良奸

３８
　
　
　
七

弥生土器 口縁部内外面ヨヨナデ。端面にヘラによる斜

格子文を施す。

灰白色 1～ 2 mm程

度の砂粒を

含む。

貞好

３９
　
　
　
七

弥生土器 182 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面ナデ。 仄色 1～ 3 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

40 弥生土器

大型重

底径

体部内面ハケナデ、外面ヘラミガキ。底部内

外面ナデ。

浅黄色 l mm程度の

砂地を含む。

良好

弥生土器

高杯 裾径  79

裾部内外面ナデ。焼成前に孔あり。 黄灰色 粗 良好

弥生土器

奏

17 8 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ヘラミガキ、

外面ハケナデ。

責灰色 l mll程度の

砂粒を含む。

良好

弥生土器

甕

168 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ナデ、外面
ヘラミガキ。

灰責褐色 l mll程度の

砂粒を含む。

良好

４４

　

　

七

弥生土器 口縁部および頸部内外面ヨコナデ。日縁端面
に凹線文を施す。

にぶい褐色 1～ 3 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

高杯

杯部内タト面ヘラミガキ。 灰白色 1～ 2 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

高杯

杯部内タト面ヘラミガキ。 灰白色 1～ 3 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

47 弥生土器

鉢

178 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
ヘラミガキ。

灰色 1～ 3 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

土師器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ

外面タタキ

灰黄色 l mm程度の

砂泣を含む。

良好
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第

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼 成 備  考

４９
　
　

　

人 紡錐車

径

さ

径

孔

厚

50
07
14

中央部が周縁部よりも厚い。平面と側面の境
の稜線は九みをもつ。内外面ともにナデ。焼
成前に孔が中央にある。

灰責色 粗 良好

５〇
　

　

七 土製円板

径   40
厚さ  06

円形を呈する。 5～ 6回の打ち欠きで成形。
周縁は研磨され、九みをもつ。

責灰色 粗 良好 ■様式の

壷の体部

破片。

５．
　
　
　
人 土製円板

径    40
厚さ  06

円形を呈する。 5～ 6回 の打ち欠きで成形。
同縁は研磨され、九みをもつ。

明掲色 粗 良好 重か奏の

体部破片
と思われ

る。

５２
　
　

　

人 土製円板

径
厚さ
50
08

円形を呈する。5～ 6回の打ち欠きで成形。
周縁は研磨され、九みをもつ。

明褐色 粗 良好 壺か奏の

体部破片
と思われ

る。

５８
　
　
　
九 土製品

底長径 68
底短径 40

底面は長方形を呈する。底部内面は 4箇所に
くはみがあり、ナデている。中央に 1条の凹
線がある。

灰責褐色 粗 良好

５４
　

　

九 石鏃

長存

　

さ

現

幅

厚

両面の側辺に主」離痕あり。 暗灰色

５５
　
　
　
九 石槍

現存長

幅

厚さ

両面に黒」離痕あり。 暗灰色

誦

　

　

九 偏平片刃石

現存長

幅

厚さ

両面共に研磨されている。B面は斧の柄に取
り付けるため全面が割くぼめられている。

緑灰色

７
　
　
　
０

５

　

　

　

　

一 石包丁
現存長 50
厚さ  08

片刃で、両面共に研磨されている。 緑灰色

石包丁

現存長  77
厚さ  06

片刃で、両面共に研磨されている。 明緑灰色

９
　
　
　
０

５

　

　

　

一 タタキ石

現存長 42
径    44

円筒形を呈する。両面共に研磨されている。
叩いた痕跡が両面に残つている。

灰責褐色 和泉砂岩

０
　
　
　

０

６

　

　

　

一

動物製土

製品

現存長

現存高

現存幅

丁寧にナデて仕上げられている。耳の部分は
後から取り付けられている。

灰黄褐色

弥生土器 口縁部内外面ヨコナデ。端面に 1条の沈線文
を施し、この上下に刻目を施す。

黒褐色 良好

弥生上器 口縁部内外面ヨコナデ。端面にヘラによる斜
格子文を施す。

灰色 良好

弥生土器

甕

142 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
ヘラミガキ。

褐灰色 l m4程度の

砂粒を含む。

良好
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遺物番号
図版番号

器 種
法量 口径
器高

調 整 色  調 胎  土 焼成 備 考

弥生土器

甕

26_6 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、
外面ナデ。

明褐灰色 1～ 3 HII程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

底径  41

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ハケナデ。 責灰色 1～ 3 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

菱

162 口縁部内外面ヨコナデ。 にぶい橙色 1～ 3 mn程

度の砂粒を

合む。

良好

弥生土器

甕

148 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ヘラケズリ、
外面ナデ。

暗灰責色 1～ 2nm程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

奏

17.0 口縁部内外面ヨコナデ。 にぶい黄橙

色

1～ 8 Elll程

度の砂粒を

含む。

A好
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第 5章 まとめ

今回の調査では、弥生時代前期・中期・後期の各時期の遺構を確認し、弥生時代全般にわたっ

て当調査内で生活をしていたことがあきらかになった。

弥生時代前期

この時期の遺物は、昭和57年度調査地 (①)お よび昭和59年度調査地 (②)で出土している

が、同時期の遺構は検出していない。今回の調査ではじめて検出したことにより、この時期か
:ユ :ユ

ら生活していることが明らかになった。            、

検出した遺構は、土坑 1基 (SK-1)のみで、今回の調査地内で前期のものは、この遺構以外

検出していない。しかし、平成 5年度調査地 (⑦
≧2で
は同時期の遺構を多数検出していること

から、今回の調査地から南西地域一帯に同時期の集落が存在していたことが判明した。

土坑 (SK-1)内からは、ほぼ完形近くに復元できる奏が 1点出土しており、体部の内外面に

は、煮炊きに使用したと推定される煤の付着が認められた。

弥生時代中期

この時期の遺構は、昭和59年度調査地 (②)で検出している。今回の調査では中期でも新し

い様相を示す土器の出土はなく、中期でも比較的古い、Ⅱ様式の様相を持つものの出土があっ

た。上記、前期の遺構と同様、平成5年度調査地 (⑦と2で
は同時期の遺構を多数検出している

ことから、前期に引続き今回の調査地から南西地域一帯に同時期の集落が存在していたことが

判明した。

同時期の墓域は、大阪府教育委員会調査地で検出されており、おそらく今回の調査地一帯で
註 3

集落を営んでいた人々のものと推定される。

弥生時代後期

後期の遺構は、土坑 1基 (SK-8)である。このSK-3内 からは後期の前半に位置付けられる土

器が出土した。

出土した遺物は、長頸重の完形品及び完形近くに復元可能なものが 6点、壼が 1点、有子し鉢

が 3点、小型鉢が 2点、高杯が 1点、甕が 1点のほか壼、高杯、土錘の破片で、土坑内の最上

層に集積していた。

出土した遺物は、長原遺跡 (SB-01)出土の土器に類似
装
、弥生時代後期の前半の河内V―
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2芦姦に位置付けられる

同時期の遺物は、平成 年ヽ度調査地 罐堪zで
1ヽ出土していることから、後期でも堆韓鞘古い

時期の集落が当調査地に存在していたことが判1明し為

註4 財薗法人 ハ鳥市支イと財調攀 ・驚 市饗蔵文化財発掘調査報告 晴榊簿斡揃― 「■ 日井中遺
跡1 198943月  1財酎浜八 入嘉市文化財調査研究会報告Iア

荘認 財団法人 八尾市業化鱒 呼成5年度(Rll八尾市文化財調査研究会事業報告j

誰■ 麟 秦員会「日井中鰤 調査概要i■ 1也  ね01年 B月
蔵4 長原遺跡調査会 Hr団法人 大阪市文化財脇会「大阪市平野区長原遺跡発揺調査報告』=大阪帝交通局
地下鉄谷町線延長工事、第気・ 321区の発揺調査―中竃3 19磁,a哄訂

註 5‐ 寺沢黙・森岡秀入編著 f弥生土器の様式と編年と '近畿編■■い89年 o月 1,日 図書出版 木耳社|
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Ⅱ 田井中遺跡第 7次調査 (T N88-7)



例

1.本書は人尾市空港 1丁目81で実施した通信鉄塔建設事業に伴う発掘調査の報告である。

1.本書で報告する田井中遺跡の発掘調査業務は、八尾市教育委員会の指示書 (人教社文第182

号 昭和63年 2月 25日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査研究会が防衛庁から委託を受

けて実施したものである。

1.本調査は財団法人八尾市文化財調査研究会が田井中遺跡内で実施した第 7次調査 (遺跡略

号 TN88-7)で ある。

1.現地調査は昭和63年 5月 30日 ～同年 6月 16日 にかけて、西村公助を担当者として実施した。

調査面積約25m2を測る。なお調査には岡田聖―・小林智恵・小西博樹が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後実施し平成 7年 3月 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―西村 (公)。 西村和子、図面レイアウト・ トレースー

西村 (公)。 西村 (和)。 中西明美、遺物写真撮影―西村 (公)が行なった。

1.本書の執筆および編集は西村 (公)が行なった。
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第 1章 調査に至る経過

田井中遺跡は、大阪府八尾市の南部に位置しており、現在の行政区画では田井中 1～ 2・ 4

丁目、志紀町西 2。 3丁 目、空港 1丁目一帯の東西約1.O km、 南北0.6kmの範囲にある。

当遺跡内では、昭和57年度に陸上自衛隊八尾駐屯地内において施設建設の工事が行なわれ、

それに伴う発掘調査を実施した結果、弥生時代と推定される遺構と弥生時代～古墳時代に至る

遺物を含んでいる層を検出した (①)のをはじめ、この調査以降、同遺跡内の同駐屯地内では
註

昭和62年度までに当調査研究会で 2件 (② o③を
の調査を実施している。これらの調査では弥

生時代前期から中世に至る遺構の検出および遺物の出土があり、特に弥生時代全般を通し、当

遺跡内で集落を営んでいることが明らかになった。

このような情勢下、昭和63年度に同駐屯地内で通信鉄塔を建設する旨の通知が同施設局から

同文化財課にあった。同文化財課では、昭和57年度の調査 (①注
や昭和59年度の調査 (②注

お

よび今回報告する第 5次調査 (③)の調査結果から発掘調査が必要と判断した。同文化財課は
註

事業者に建設工事によって地下に埋没している文化財の破壊が予想される部分を対象に発掘調

査が必要である旨を通知し、発掘調査を実施することが両者で合意された。上記のことより当

調査研究会へ全面発掘調査が依頼されたものである。

今回の調査地 (④造
は、昭和63年度に当調査研究会が実施した第 5次調査地の南東約80mに

位置し、田井中遺跡推定範囲内の中央より南部にあたる。調査は通信鉄塔建設に伴って実施し

たもので、当調査研究会が田井中遺跡内で実施した第 7次調査 (遺跡略号 TN88-7)で ある。

註 ○番号は調査位置であり、本書掲載の『I 田井中遺跡第5次調査』2ページの第1図を参照されたい。
参考文献
・八尾市役所  『八尾市史』 (前近代)本文編 昭和63年 10月 27日
・財団法人 八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度』
1989年 3月 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告 17

「Ⅱ 田井中遺跡」

第 2章 調査概要

第 1節.調査の方法と経過

通信鉄碁建設予定地に東西 9m×南北1l mの調査区を設定した。調査に際しては、現地表下

2.lmま でを機械で掘削し、以下の各層は人力による掘削を行ない遺構および遺物の検出に努
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めた。その結果、現地表下2.5m(標高T.P,+8。 7m)前後に存在する灰青色シルト土層上面で

弥生時代前期の溝 2条 と古墳時代前期 (布留式期)の上坑 1基を検出した。

第 2節.基本層序

調査地全域では比較的安定した土層の堆積状況が確認できた。ここでは南壁面を基本の層序

とする。

第 0層

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第11層

盛土 (アスファルト、コンクリート含む)。

層厚0,3～ 0.5m[上面はT.P。 +11.2m]。

灰色粗砂混粘土 (10Y5/1)。 層厚0.2m。

明黄褐色細砂混粘質土 (10YR 6/6)。 層厚0.lm。

褐灰色シルト混粘質土 (10YR 4/1)。 層厚0。 1～ 0.2m。

灰色シルト混細砂粘質土 (5BG 4/1)。 層厚0.1～ 0.3m。

灰色シルト混粘質土 (7.5Y4/1)。 層厚0.3～ 0.4m。

オリーブ責色細砂混シルト(7.5Y6/3)。 層厚0.2～ 0。 4m。

暗青灰色粘土 (10BG 3/1)。 層厚0.1～ 0.2m。

青灰色細砂混粘土 (10BG 6/1)。 層厚0.1～ 0.2m。

青黒色細砂混粘質土 (5BG 2/1)。 層厚0。 1～ 0.3m。

青黒色粗砂混粘土 (5PB 2/1)。 層厚0.1～ 0。 3m。

弥生時代前期から古墳時代中期にかけての遺物含む。

暗青灰色粘質シルト(10BG 4/1)。 層厚0.2m以上。

上面は弥生時代前期末と古墳時代前期の遺構検出面。
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第 3節.検出遺橋・出土遺物

弥生時代前期

溝 (SD)

SD-1

卜2b区で検出した。南北方向に伸びる。

幅1.5m、 深さ0.2mを測る。SD-2と 合流して

いる。埋土は仄色粘土で、内部からは弥生時

代前期の壷 (1)、 養 (2)が出土した。 (1)

は突出する平底をもつ。 (21は体部外面に沈

線を施し、日縁端部にキザミロの文様を施す。

底部に焼成前に子とが開けられており、体部外

面は煤が全体に付着している。甑として利用

していた可能性が考えられる。

SD-2

1・ 2a・ b区で検出した。東西方向に伸びる。

幅1.2m、 深さ0.2mを測る。SD-1と 合流して

いる。埋土は灰色粘上で、内部からは弥生時

代前期の壼 (3)出上した。 (3)は頸部に 2

条+α の沈線を施している。

扱 ∞

20cm

TP+8.7m

1黒灰色細砂混粘土

。 2淡
灰青色粘土
 Im

第 3図 SK-1 平断面図

第 2図 SD-1(1・ 2)SD-2(3)
出土遺物実測図

0              10
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第 4図 SK-1(4～ 6)出土遺物実測図



古墳時代前期 (布留式期)

土抗 (SK)

SK-1

2a区で検出した。平面の形状は円形である。径1.3m、 深

さ0,3mを 測る。埋土は上から黒灰色細砂混粘土、淡灰青色

粘土で、黒灰色細砂混粘土からは土師器の甕 (4～ 6)が出土

した。 (5)の体部外面にはヘラによるくぼみがある。

XЛ 5

3  )

X10

2 '

X:5
′
1

ノ
X:0

梃
淮53/o
0         1om

第 5図 地区割図

ユ ド
6ヽ

Q

ヽ
W■6

9                              _       旱
m

第 6図 検出遺構平面図
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第10層 内出土遺物

第10層内からは弥生時代前期の壷 (7～ 13)、 奏 (14～ 17)が出土した。 (7)は頚部に2条、

体部に2条 +α の沈線文を施している。(8)は、頸部に2条、体部に 1条 +α の沈線文を施し、

日縁部には焼成前に孔が開けられている。 (9)は頸部に 5条、体部に2条 +α の沈線文を施し

ている。 (10)は日縁端部に突起部分が 1箇所ある。 (11・ 12)は 、体部片で、 (11)に は平行

の沈線間に 5条の弧状の沈線を施している。 (12)1こは平行の沈線内に刺突文を施している。

(13)は突出する平底をもつ。 (14～ 16)は体部外面に沈線を施し、 (16・ 17)イま口縁端部にキ

ザミロの文様を施す。

躍‖

第 7図 第10層 (7～ 17)出土遺物実測図

ヽ
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遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色  詞 胎  土 焼成 備 考

l 弥生土器

底径  8.4

底部内外面ナデ。 髄 1～ 4 H ll程

度の砂粒を

含む。

良好

２

　

　

　

一

一

弥生土器

養

23 4

27 2

底径   84

回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、体部
外面ヘラミガキ。体部上位に3条沈線施す。
端面にキザミロを施す。

髄 1～ 6 mm程

度の砂粒を

含む。

良好 底部中央
に焼成前

t守脇 り。

第 3章 出土遺物観察表

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼成 備 考

3 弥生土器

霊

口縁部内外面ヨコナデ。頸部に3条 +α の沈
線施す。

橙色 1～ 5 mm程

度の砂粒を

合む。

良好

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   詞 胎   土 焼成 備 考

4 土師器

奏

13 6 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。 橙色 1～ 3 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

５

　

　

　

一

一

土師器

甕

122 口縁部内面ヨコナデ、外面ハケナデのちヨコ
ナデ。体部内面ヘラケズリ、外面ハケ。体部
上位にヘラによるくぼみがある。

橙色 1～ 2 mln程

度の砂粒を

含む。

良好

6 土師器

養

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ 橙色 1～ 2 HH程

度の砂粒を

含む。

良好

号
号
番
番
物
版
遺
図 器  種 法

量 口径
器高

調 整 色  調 胎   土 焼成 備 考
７

　

　

　

一

一

弥生土器

壼

150 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
ヘラミガキ。票部に2条 と、体部に2条 +α
沈線を施す。

橙色 l mm程度の

砂粒を含む。
良好

8 弥生土器 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
ヘラミガキ。頭部に2条 と、体部に1条 +α
沈線を施す。口縁部に焼成前に孔あり。

橙色 1～ 2 1nn程

度の砂粒を

含む。

良好

9 弥生土器 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、
外面ナデ。頭部に 5条 と、体部に 2条 +α 沈
線を施す。

にぶい責橙

色

1～ 4 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

１〇

　

　

　

一

一

弥生土器 38 0 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミガ
キ。口縁部に1箇所突起部あり。

橙色 1～ 3 ma程

度の砂粒を

含む。

良好

Ｈ

　

　

　

一
一

弥生土器 体部内面ナデ、外面にヘラによる2条の平行
沈線の間に5条の弧状の沈線を施す。

仄責褐色 1～ 2 mln程

度の砂粒を

含む。

良好
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0層

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 土 焼成 備 考

弥生土器

壼

体部内面ナデ。平行の沈線の間に円形の刺矢
文を施す。

にぶい黄橙

色

1～ 2 nul程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

壷

底部

底部内面ナデ、外面ヘラミガキ。 髄 1～ 3 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

奏

30.2 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面に2条沈線
を施す。

灰褐色 1～ 2 nn程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

甕

206 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ナデ、外面
ハケナデ。体部外面に2条の沈線を施す。

にぶい黄橙

色

l mal程度の

砂粒を合む。
良好

弥生土器

箋

210 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ
部外面に3条の沈線を施す。端面にキザ
を施す。

体

目

橙色 1～ 3 ma程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

奏

22 4 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。端
面にキザミロを施す。

灰責褐色 1～ 4 Hlll程

度の砂粒を

含む。

良好
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第 4章 まとめ

今回の調査では、弥生時代前期と古墳時代前期 (布留式期)の遺構を検出した。

弥生時代前期

今回の調査では、南北方向に伸びる溝 1条 (SD-1)と東から合流する溝 1条 (SD-2)を検出

した。

このSD-1内からは、前期でも畿内第一様式中段階に位置付けられる河内 I-2様式の甕 (2)
註 1

や、SD-2内からも同様式の壼 (3)が出土しており、また遺構を検出した直上の包含層の第10

層内からも、同様式の重 (7・ 8)、 甕 (14～ 17)や、同様式より古い河内 I-1様式に見られ
註 1

る弧状の文様を描いた重の体部の出土もあった。このことから前期でもやや古い中段階以前か

ら集落を形成していたことも推測できる。

SD-1内 から出土した奏 (2)は 、成形段階で底部中央に孔をあけている。体部には、 2次焼

成による煤が付着しており、甑として使用したものなのかは不明であるが、おそらく煮炊きに

使用されたことは確実であると思われる。

同時期の遺構は、財団法人八尾市文化財調査研究会第11次調
箋
。第12次調

金
で数多く検出さ

れているほか、同研究会第 1次調査・第 2次調
会
・第 5次調

会
。第10次調

象
でもこの時期の遺

.T9         1

物を出土していることから、今回の調査地より西方約100～ 150mの範囲が同時期の集落域であっ

た可能性が考えられる。

古墳時代前期 [布留式期]

土坑 (SK-1)内 からは、布留式期の甕が集積して出土した。甕は 3個体分あり、 3個 とも同

時期のものであると推定される。時期的には布留式期Ⅱ
期
に位置付けられるものである。他の

遺構は調査面積が僅かであったため検出はできなかったが、同時期の集落域が今回の調査地周

辺に広がっていると推測される。

今回の調査では、古墳時代前期 [布留式期]の遺構が検出されたことから、近辺には弥生時

代前期と古墳時代前期の集落が営まれていたことが明らかになった。

しかし、今回の調査地では、弥生時代前期末以降から古墳時代前期 [庄内式期]に至る遺構

および遺物の検出はなかった。同時期の遺構は、同研究会第11次調査で検出していることから、
註 2

今回の調査地は集落域から離れた場所であったとことが言える。
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古墳時代前期 (布留式期)以降、瓦器の破片が極少量出土 しているが、遺物の出土はなく、

集落 (特に居住域)の検出は、今回の調査地ではなかった。面的には調査を行なっていないが、

第■次調査地の層序 と比較すると、第 5層が平安時代頃の水田面に相当し、第 7層が古墳時代

後期から奈良時代に相当すると推定される。

註1 寺沢薫 :森岡秀人編著『弥生土器の様式と編年』「近畿編 I」 1989年 6月 15日  図書出版 木耳社
註2 財団法人 パJ弓市文化財調査研究会『平成5年度 (財)八尾市文化財調査研究会事業報告』
註3 財団法人 八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度』「I 田井中遺跡」
1989年 3月 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告17

註4 本書掲載 「I 田井中遺跡 (第 5次調査)」
本書掲載 「皿 田井中遺跡 (第10次調査)」

註5 財団法人 八尾市文化財調査研究会  1堪 市埋蔵文化財発掘調査報告』「Ⅱ 久宝寺遺跡 (第 6次調
査)」  1993年 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告37
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調査地全景 (北から)

SK-1 遺物出土状況 (東から)



図
版
ニ

SD-1(2)SK-1(5)第 10層 (7引 0～ 12・ 14・ 16)出土遺物



Ⅲ 田井中遺跡第10次調査 (T N92-10)



例

1.本書は人尾市空港 1丁目18で実施した格納庫およびショップ建設事業に伴う発掘調査の報

告である。

1.本書で報告する田井中遺跡の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の指示書 (八教社文第11

号 平成 4年 4月 9日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査研究会が防衛庁から委託を受

けて実施したものである。

1.本調査は財団法人人尾市文化財調査研究会が田井中遺跡内で実施した第10次調査 (遺跡略

号 TN92-10)で ある。

1.現地調査は平成 4年 9月 28日 ～同年12月 22日 にかけて、西村公助を担当者として実施した。

調査面積約1003m2を 測る。なお調査には中西明美・能勢尚樹・千賀幸二が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後実施し平成 7年 3月 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―西村 (公)。 中西明美 。西村和子・石原好恵、図面

レイアウト・ トレースー西村 (公)。 中西・西村 (和)・ 石原、遺物写真撮影―西村 (公)

が行なった。

1.本書の執筆および編集は西村 (公)が行なった。
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第 1章 調査に至る経過

田井中遺跡は、大阪府八尾市の南部に位置しており、現在の行政区画では田井中 1～ 2・ 4

丁目、志紀町西 2・ 3丁 目、空港 1丁目一帯の東西約1.Okm、 南北0.6kmの範囲にある。

当遺跡内では、昭和57年度に入尾駐屯地内において施設建設の工事が行なわれ、それに伴う

発掘調査を実施した結果、弥生時代と推定される遺構と弥生時代～古墳時代に至る遺物が濃密

に含んでいる層を検出した (①進
のをはじめ、この調査以降、同遺跡内の同駐屯地内では昭和

63年度までに当調査研究会で3件 (②～④)の調査を実施しており弥生時代前期から中世に至
註

る遺構の検出および遺物の出土があり、特に弥生時代全般を通し、当遺跡内で集落を営んでい

ることが明らかになった。

このような情勢下、平成4年度に同駐屯地内で格納庫とシヨップを建設する旨の通知が同施

設局から同文化財課にあつた。同文化財課では、昭和57年度の調査 (①進
や昭和59年度の調査

(②
注
および今回報告する第 5次調査 (③注

と第 7次調査 (④進
の調査結果から発掘調査が必

要と判断した。同文化財課は事業者に建設工事によって地下に埋没している文化財の破壊が予

想される部分を対象に発掘調査が必要である旨を通知し、発掘調査を実施することが両者で合

意された。上記のことより当調査研究会へ全面発掘調査が依頼されたものである。

今回の調査地 (⑤
と
は、昭和63年度に当調査研究会が実施した第 7次調査地の東約150mに

位置し、田井中遺跡推定範囲内の中央部にあたる。調査は納庫とショップ建設に伴って実施し

たもので、当調査研究会が田井中遺跡内で実施した第10次調査 (遺跡略号 TN92-10)である。

註 ○番号は調査位置で、本書掲載の『I 田井中遺跡第 5次調査』 2ページの第1図 を参照されたい。
参考文献

・八尾市役所  『八尾市苅  (前近代)本文編 昭和63年 10月 27日
・財団法人 /kE市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度』
「Ⅱ 田井中遺跡」 1989年 3月 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告17
・大阪府教育委員会  『田井中遺跡発掘調査概要 I』  1991年 3月
,大阪府教育委員会  『田井中遺跡発掘調査概要Ⅱ』 1992年 3月
・大阪府教育委員会  『田井中遺跡発掘調査概要Ⅲ』 1993年 3月

第 2章 調査概要

第 1節 .調査の方法と経過

調査地での地区割は、調査地の南西側に基準点を置きこの基準点から東へ100m、 北へ50m
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にわたって設定した。一区画の単位は5m四方で、

～20)、 南北方向はアルファベット (南からa～ j)

隅に交差する線を用い、la～20j区 とした。

今回の調査では調査地が 2

箇所あるため、格納庫建設部

分をI調査地、ショップ建設

部分をⅡ調査地とし、 I調査

地から先に調査を開始した。

調査に際しては、第 7次調

査の調査成果をもとに、現地

表下1.8mま でに存在する盛

土および旧耕土を機械でつF除

し、以下約0.8mの各層は人

力による掘削を行ない遺構、

遺物の検出に努め、 I調査地

では 3面 (第 1面～第 3面 )、

Ⅱ調査地では4面 (第 1面～

第 4面)に わたる調査を実施

した。

その結果、 I調査地では、

第 7層上面で鎌倉時代初頭に

埋没した水田遺構、第 9層上

面で古墳時代後期に埋没した

遺構、第10層上面で弥生時代

前期末の遺構を検出し、Ⅱ調

査地では、第 7層上面で鎌倉

時代初頭に埋没した水田遺構、

第 9層上面で古墳時代中期か

ら後期の遺構、第10層上面で

弥生時代前期末の遺構を検出

した。またⅡ調査地では第11

層上面で調査を行なったが遺構の検出はなかつた。

基準点から東西方向は算用数字 (西から1

で示した。地区割の表示は、一区画の南西

格納庫

JI
X:45 北∫xLOf認25exLOdl15C認 10bxttF
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第 2節.基本層序

調査地には、一部に現代の産業廃棄物 (コ ンクリート等)含む現代に掘られた穴の存在があ

り、本来の堆積土層が壊されている部分が存在したが、全体的には比較的安定した土層の堆積

状況が確認できた。ここでは I調査地の南壁面とⅡ調査地の南壁面を基本の層序とする。

第 0層 盛土。層厚0.5～ 1.6m[上面はT.P.+11.7m前後]。

現代の産業廃棄物 (コ ンクリート等)含む。

第 1層 オリーブ責色シルト混粘土 (5Y6/3)。 層厚0.2～ 0.4m。

第 2層 灰オリーブ色シルト混粘土 (7.5Y5/2)。 層厚0.1～ 0.3m。

2' 細砂含む。層厚0.lm。

第 3層 青灰色細砂 (5BG 5/1)。 層厚0.1～ 0,6m。

第 4層 暗青灰色細砂混粘土 (5BG 4/1)。 層厚0.1～ 0。 2m。

第 5層 灰色粘土 (N4/)。 層厚0.1～ 0.2m。

第 6層 灰色粗砂混粘土 (7.5Y4/1)。 層厚0.1～ 0.3m。 第 7層上面で検出した水田面を覆う洪

水等の要因で堆積した土層で、層内からは鎌倉時代の遺物が少量出土した。

第 7層 暗青灰色細砂混粘土 (10BC 4/1)。 層厚0。 1～ 0.2m。 上面で平安時代末の水田を検出し

た (第 1面 )。 上面の標高はⅡ調査地がT.P.+9.8mを 測り、 I調査地はT,P,+9.6mを

測る。

層内からは奈良時代から平安時代の遺物が少量出土した。

第 8層 青灰色細砂混粘土 (10BG 6/1)。 層厚0。 1～ 0.2m。 層内からは古墳時代中期から奈良時

代の遺物が少量出土した。

第 9層 暗オリーブ灰色シルト混粘土 (5GY 4/1)。 層厚0.1～ 0.2m。 上面で古墳時代中期から

後期の遺構を検出した (第 2面 )。 上面の標高はT,P,+9,3～ To P.+9。 4mである。層内

からは弥生時代前期から中期にかけての遺物が少量出土した。

第10層 暗青灰色細砂混粘質シルト(10BC 4/1)。 層厚0.3～ 0.4m。 上面で弥生時代前期末の遺

構を検出した (第 3面 )。 上面の標高はT.P.+9。 1～ T.P.+9,3mで ある。

第11層  青灰色シルトと細砂の互層 (10BC 5/1)。 層厚 0。 7m以上。上面で面的な調査を実施し

た (第 4面 )。 上面の標高はT.P.+8.7～ T,P,+9.Omである。調査の結果遺構の検出は

なかった。また、層内からの遺物の出土はなかった。
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第 3節.検出遺構・出土遺物

1)I調 査地の 1区～ 4区

第 1面

現地表下2.Om前後に存在する第 7層上面 (T,P,+9.5m～ T.P,+9.6m)で 、鎌倉時代初頭に

埋没した水田と推定される面を検出した。しかし明確に残る水田の痕跡 (足跡や畦畔)はなかっ

た。当調査研究会の第 7次調査の結果や、その他周辺の調査結果から水田土層に対応するもの

と思われる。

第 7層 を覆う第 6層 内からは瓦器の椀 (1)、 土師器の小皿 (2)が出土した。また水田土壌

である第 7層内からは瓦器の椀 (3)、 土師器の皿 (4～ 8)、 須恵器の杯身 (9～ 11)が出土した。

第 2面

第 1面から0.3mに存在する第 9層上面 (T.P.+9.3m)で 、古墳時代後期に埋没した水田面

を検出した。しかし明確に残る水田の痕跡 (足跡や畦畔)はなかった。当調査研究会の第 7次

調査の結果や、その他周辺の調査結果から水田土層に対応するものと思われる。

第 9層 を覆う第 8層内からは弥生土器の鉢 (12)、 土師器の壷 (13・ 14)、 須恵器の杯身 (15

。16)、 杯蓋 (17・ 18)、 土師器 (19。 20)が出土し、第 9層内からは弥生土器の壷 (21～ 25)、

甕 (26・ 27)、 重用蓋 (28)が出土した。

第 3面

第 2調査面から0.2m下層に存在する第10層上面 (T,P.+9.lm)で 、弥生時代前期末の溝 1

条 (SD-301)を検出した。

SD-301

2f・ g地区と5・ 61地区で検出した。東西方向に伸びるものである。幅0.1～ 0.2m、 深さ0.lm

を測る。埋土は青黒色粘土で、内部からは弥生時代前期の甕 (29)が出土した。

写真 1 調査地周辺 (西から)

-41-

写真 2 調査状況 (西から)
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2)Ⅱ調査地

第 1面

現地表下2.Omに存在する第7層上面 (T.P.+9.7～ T.P.+9.8m)で、鎌倉時代初頭に埋没し

た水田面を検出した。検出した水田101～ 1031ま、畦畔 4条で区画されていた。水田上面では数

多くの足跡を検出した。畦畔101～ 103は南北方向、畦畔104は東西方向に直線に伸びており、

条里に伴うものであると推定できる。

第 7層 を覆う第 6層内からは瓦器の椀 (30)が出土した。

第 7層内からは土師器や須恵器などの破片が少量出土した。

時期的には奈良時代以降のものと推定される。

第 2面

19b・ c地区で検出した。東西方向に伸びるものであ

る。幅0.5m、 深さ0.lmを測る。埋土は青黒色シルト

混粘土 (5BG 2/1)で ある。内部からは土師器の破片が

注圭転 0

第 5図  Ⅱ調査地 第 6層 (30)
出土遺物実測図

第 1面から0.3m下に存在する第 9層上面 (T.P.+9.4m)で 、古墳時代中期から後期の小穴

4イ固 (SP… 201～ SP-204)、 溝 3条 (SD-201～ SD-203)を 検出した。

/1ヽ穴 (SP)

SP-201-SP-204

19 boc地 区で検出した。平面の形状は円形である。径 0。 15～ 0。 7m、 深さ0.lmを測る。埋土

は緑黒色シル ト混粘土 (10G2/1)で ある。SP-201と SP-202内からは土師器の破片が少量出土 し

た。

溝 (SD)

SD-201

18・ 19 boc地区で検出した。東西方向に伸びるものである。

る。埋土は青黒色シル ト混粘土 (5BG 2/1)で ある。内

部からは須恵器の杯身 (34)の ほか土師器の破片が少

量出土 した。

SD-202

幅1.5～ 2.5m、 深さ0.15mを測

0                  10Cm

第 6図 Ⅱ調査地 SD-201(34)
出土遺物実測図

少量出土した。

SD-203

18。 19a・ b地区で検出した。東西方向に伸びるものである。幅1.2～ 1.7m、 深さ0.lmを測る。

埋土は青黒色シルト混粘土 (5BG 2/1)で ある。内部からは須恵器の杯身のほか土師器の破片が

少量出土した。
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第 9層 を覆う第 8層内からは土師

器皿 (31)、 高杯 (32)、 須恵器杯身

(33)が出土し、遺構面である第 9

層の内からは弥生時代前期末～中期

初頭の重 (35～ 37)、 弥生時代中期

の壼 (38～ 42)、 高杯 (43)、 奏 (44)、

丁 (49)が出土した。

Ч 司 71 え3

第 7図 Ⅱ調査地 第 8層 (31～331出土遺物実測図
石槍 (45)、 石剣 (46)、 石鏃 (47)、 石錐 (48)、 石包

43

20cm

第 8図  Ⅱ調査地 第 9層 (35～ 441出土遺物実測図

第 3面

第 2面から0。 lm下に存在する第10層上面 (1.P.+9.3m)で 、弥生時代前期末の土坑 3基

301～ SK-303)、 小穴15個 (SP-301～ SP-315)、 溝 5条 (SD-301～ SD-3051を 検出した。
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土坑 (SK)

SK-301

19d地区で検出した。平面の形状は楕円形

である。長径1.8m、 短径1.Om、 深さ0。 lm

を測る。埋土は上から黒色粘土炭含む (5Y2

/1)、 灰色粘土 (5Y4/1)で ある。内部からは

弥生時代前期末の壼 (50)、 甕 (51)が出土

した。この土坑はSD-302が埋まった後に掘ら

れている。

SK-302

18。 19b地区で検出した。平面の形状は楕

円形である。長径1.Om、短径0.9m、 深さ0.4

mを測る。埋土は上から暗青灰色粘土 (5BG 3

/1)、 灰色粘土 (5Y4/1)で ある。灰色粘土内

からは弥生時代前期末の壷 (52)、奏 (53～ 55)、

石鏃 (56・ 57)が出上した。

SK-303

19b地区で検出した。平面の形状は楕円形

である。長径1.6m、 短径1.3m、 深さ0。 lm

を測る。埋土は灰色粘土 (5Y4/1)である。内

部からは弥生時代前期末の壺 (58～ 60)、 甕

(61)が出土した。

小穴 (SP)

SP-301-SP-315

18。 19b・ c地区で検出した。平面の形状は

円形と楕円形がある。径0.2～ 1.2m、 深さ0.

1～ 0.15mを 測る。埋土は暗灰色粘土 (N3/)

である。この内柱痕が見られたのはSP-301・

SP-308・ SP-311で、建物が存在していたと考

えられる。SP-311内 からは弥生時代前期末の

重 (62)が出土した。またSP-301・ SP-304・

SP-305・ SP-308・ SP-310・ SP-314内 からも弥

0                 10                20Cm

第10図 ■調査地 SK-301(50・ 51)出土遺物実測図

10cm

55

第11図

0                    5 Cm

Ⅲ調査地 SK-302(52～ 57)出土遺物実測図
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＝
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溝 (SD)

SD-301

18・ 19g地区で検出した。東西方向に伸び

るものである。幅1.Om、 深さ0,lmを測る。

埋土は青黒色シルト混粘土 (5BG 2/1)で ある。

内部からは弥生時代前期の土器の破片が出土

した。

SD-302

17～ 19c～ e地区で検出した。東西方向に第12図 Ⅱ調査地 SK-303(58～ 61)出土造物実測図

20cm

第14図 Ⅱ調査地 SD-302(63～ 68)出土遺物実測図

Ｗ

‐キ

‐―

〃
６
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伸びるものである。幅7.0～ 10m、 深さ0,4mを測る。埋土は上から青黒色シル ト混粘土 (5BG 2

/1)、 暗青灰色シル ト混粘土 (5BG 4/1)、 青黒色粘土 (5G2/1)、 暗緑灰色粘土 (10G3/1)である。

青黒色粘土 (5G2/1)か らは弥生時代前期と推定される壼 (63～ 66)、 鉢 (67)、 奏 (68)が出土

した。

SD-303

19b地区で検出した。東西方向に伸びるもので、幅0.2m、 深さ0.lmを 測る。埋土は青黒色

シル ト混粘土 (5BG 2/1)で ある。溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-304

18・ 19a・ b地 区

で検出した。東西

方向に伸びるもの

で、西側でSD-305

と合流 している。

幅0.6～ 1.8m、 深

さ0.1～ 0。 15mを

測る。埋土は青黒

色シルト混粘土 (5

BG 2/1)である。

内部からは弥生時

代前期末～中期初

頭と推定される奏

(69～ 71)の破片が

出上した。

SD-305

第15図  Ⅱ調査地 SD-304(69～ 71)出土遺物実測図

19a地区で検出した。南北方向に伸びるもので、北側でSD-304と 合流している。幅0.7m、

深さ0.lmを測る。埋土は青黒色シルト混粘土 (5BG 2/1)である。溝内からの遺物の出土はなかっ

た。

第 4面

第 3面から0.3m下 に存在する第11層上面 (T.P.+9.Om)で調査を行なったが、遺構の検出お

よび遺物の出土はなかった。

この遺構面を覆う第10層内からは弥生時代前期末～中期初頭と推定される壺 (72～ 76)、 甕

(77・ 78)、 石斧 (79)が出土した。
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第16図 Ⅱ調査地 第10層 (72～ 79)出土遺物実測図
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第 6層

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

調 整 色  調 胎   土 焼成 備  考

１

　

　

　

エ
ハ

瑞
　
　
椀

高台径

高台高

高台部ヨヨナデ。内面ヘラミガキ。 黒色 粗 良好

2 土師器

皿

82 口縁部内外面ヨヨナデ。 明赤褐色 粗 良好

第 3章 出土遺物観察表

第 7層

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 日径
器高

調 整 色  詞 胎  土 焼成 備  考

3 畔
　
　
椀

日縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ヘラミガ
キ。

黒色 密 良好

4 土師器

皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ、外
面に指頭圧痕あり。

にぶい責橙

色

粗 良好

5 土師器

皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい掲色 粗 良好

6 上師器

皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい責橙
色

粗 良好

7 土師器

皿

170 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。体
部外面に強いヨコナデによる平行の凹線と指
頭圧痕あり。

灰責色 粗 良好

8 土師器

皿

152 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 にぶい黄橙

色

粗 良好

９
　
　
　
一

須恵器

杯身

134

高台径 102
高台高 05

口縁部および体部内外面回転ナデ。 仄色 密 良好

須恵器

杯身

高台径
高台高

体部内外面回転ナデ。 灰色 粗 良好

11 須恵器

杯身

径

高

台

台

高

高

体部内外面回転ナデ。 灰白色 粗 良好

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色  調 胎  土 焼成 備  考

弥生土器

鉢

口縁部内外面ヨコナデ、内面に指頭圧痕あり。
体部内外面ナデ。

にぶい責橙

色
粗 良好
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8層

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

詞 整 色   調 胎  土 焼成 備  考

・３
　
　
　
一
ハ

土師器

重

20 6 口縁部内外面はヨコナデ。端面には波状文を

施し、竹管文を施した2個の円形浮文がつく。
栓色 粗 良好

土師器

宣

口縁部内外面はヨヨナデ。 淡橙色 粗 良好

‐５

　

　

　

エ
ハ

須恵器

杯身

口縁部および体部内外面回転ナデ。 灰色 密 良好

須恵器

杯身
高台径
高台高

口縁部および体部内外面回転ナデ。 灰色 密 良好

須恵器

杯蓋

口縁部および天丼部内外面回転ナデ。 仄色 密 良好

須恵器

杯蓋

口縁部および天丼部内外面回転ナデ。 灰色 密 良好

土師器

裾径  49

裾部内外面ナデ。 灰白色 粗 良好

土師器

裾径  34

裾部内外面ナデ。 灰責色 粗 良好

第 9層

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

調 整 色  調 胎   土 焼成 備 考

弥生土器 口縁部内面ヘラミガキ、外面ヨヨナデ。 明赤褐色 粗 良好

弥生土器

霊

底径

底部内外面ヘラミガキ。 黒灰色 粗 良好

弥生土器

底径  80

底部内外面ナデ。 灰責褐色 粗 良好

弥生土器

重

底径  72

底部内外面ナデ。 橙色 粗 良好

弥生土器

底径  92

底部内外面ナデ。外面に指頭圧痕あり。 i莞責橙色 1～ 2m程
度の砂粒を

含む。

良好
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層

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

調 整 色  調 胎   土 焼成 備 考

弥生土器

甕
底径   60

底部内外面ナデ。 にぶい褐色 粗 ミ好

弥生土器

養

底径   9.2

底部内外面ナデ。 にぶい橙色 粗 良好

２８

　

　

　

エ
ハ

弥生土器

壷用蓋 天丼径  62

天丼部内外面ヘラミガキ。 灰白色 粗 良好

SD-301

号

号

番

番

物

版

遺

図 器  種 法
量 口径
器高

調 整 色  調 胎  上 焼成 備 考

２９
　
　
　
一
ハ

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。端面にキザミロを施
す。

褐色 粗 良好

層

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高 調 整 色  調 胎  土 焼成 備  考

３０

　

　

　

ェ
ハ

瑞
　
　
椀
高台径 46
高台高 05

高台部ヨコナデ。内面ヘラミガキ。 黒色 密 良好

調査Ⅱ調査地  第

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼成 備  考

土師器

皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。外
面に指頭圧痕あり。

にぶい黄橙
色

密 良好

土師器

高杯

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 にぶい橙色 粗 良好

須恵器

杯身

口縁部および体部内外面回転ナデ。 灰色 密 良好

Ⅱ調査地 SD-201

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎   土 焼成 備 考

３４

　

　

　

エ
ハ

須恵器

杯身

口縁部および体部内外面回転ナデ。 灰色 密 良好
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遺物番号
図版番号

器   種
法量 口径
器高

調 整 色  調 胎   土 焼 成 備 考

弥生土器 210 口縁部内外面ヨコナデ。端面に 1条の沈線文
の後縦方向の沈線文を施す。

橙色 1～ 3 mn程

度の砂粒を

含む。

良好

％

　

　

　

エ
ハ

弥生土器

霊

口縁部内外面ヨヨナデ。端面に斜格子の沈線

文を施す。

褐色 組 良好

弥生土器

霊

口縁部内外面ヨコナデ。 にぶい責橙

色

粗 良好

３８

　

　

　

エ
ハ

弥生土器

軍

口縁部内外面ヨヨナデ。端面に2列の列点文
を施した後円形浮文を施す。

明赤褐色 1～ 2 Jnln程

度の砂粒を

含む。

良好

３９

　

　

七

弥生土器 口縁部内外面ヨコナデ。端面に簾状文を施す。 明赤掲色 粗 良好

弥生土器

底径  76

底部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 にぶい黄橙

色

粗 良好

弥生土器

璽

底径  80

底部内面ナデ、外面ヘラミガキ。 にぶい橙色 粗 良好

４２
　
　
　
七

弥生土器

底径  80

底部内外面ナデ。 仄褐色 粗 良好

４３
　
　
　
七

弥生土器

高杯 裾径  140

裾部内面ナデ、外面ヘラミガキ。 褐色 粗 良好

弥生土器

養

底径  62

底部内外面ナデ。内面に指頭圧痕あり。 暗赤褐色 粗 良好

４５
　
　
　
七 石槍

長存

　

さ

現

幅

厚

A面の側辺は自然礫面を残す。B面は側辺に
劉離痕がある。

灰色

４６
　
　
　
七 石小刃

現存長

幅

厚さ

両面共に剖離痕がある。 灰色

石鏃

現存長

幅

厚さ

両面の側辺に家」離痕がある。 仄色

石錐

長存

　

さ

現

幅

厚

錐部分を欠損している。A面の側辺に刹離痕
があり、B面は片側の側辺に手上離痕がある。

灰色

４９
　
　
　
七 石包丁

現存長 47
厚さ  08

両面共に研磨痕がある。 緑灰色
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Ⅱ調査地 S昨301

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色  調 胎   土 焼成 備 考

５０
　
　
　

人

弥生土器 顕部内面ナデ、外面ヘラミガキ。外面に多条
沈線 (11条 )を施す。

褐色 粗 良好

５‐

　

　

　

人

弥生上器

甕

222 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 明赤褐色 粗 良好

舅互  SK-302

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎  土 焼成 備 考

弥生土器

壼

底径   52

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。沈線文 1条
施す。

灰オリーブ

色

2～ 4 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

５３
　
　
　
八

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。沈
線文 1条施す。

にぶい責褐
色

05～ 3 mm
程度の砂粒

を含む。

良好

弥生土器

奏

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 灰褐色 粗 良好

５５
　
　
　

八

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 黒褐色 1～ 2 Hn程

度の砂粒を

含む。

良好

５６

　

　

　

人 石鏃

現存長

幅

厚さ

両面の側辺にI」離痕あり。 灰色

５７
　
　

　

八 石鏃

長存

　

さ

現

幅

厚

両面の側辺にま」離痕あり。 灰色

Π調査地 SK-303

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色   調 胎   土 焼成 備 考

５８
　
　
　
九

弥生土器 体部内面ナデ、外面ヘラミガキ。外面に多条
沈線 (7条の細線と1条の太線)を施す。

黄掲色 2 mm程 度の

砂粒を合む。

良好

５９
　

　

九

弥生土器 体部内外面ナデ。外面に多条沈線 (8条)を
施し、上下にヘラによる刺突文を施す。

褐灰色 2 mn程度の

砂粒を含む。
良好

弥生土器

底径  84

底部内面ナデ、外面ハケナデ。 にぶい黄橙

色

粗 良好

６‐
　

　

九

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
ヘラミガキ。

にぶい責橙

色

05～ 3 nln
程度の砂粒

を含む。

良好
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I調査地 SP-311

遺物番号
図版番号

器  種 法量 口径
器高

調 整 色  調 胎  上 焼成 備 考

６２
　
　
　
九

弥生土器

重

口縁部内外面ヨコナデ。端面に1条の沈線文
の後縦方向の沈線文を施す。

明褐色 2 mm程度の

砂粒を含む。

良好

SO-302

遺物番号
図版番号

器  種
法量 口径
器高

調 整 色  調 胎   土 焼 成 備 考

６３
　
　
　
九

弥生土器

軍

口縁部内外面ヨコナデ。 にぶい責褐

色

粗 良好

６４
　

　

九

弥生土器

壷

底径   79

底部内外面ヨコナデ。 オリーブ責

色

1～ 4 mm程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

底径  66

底部内外面ヨコナデ。 にぶい褐色 粗 良好

弥生土器

底径  68

底部内タト面ヨコナデ。 オリーブ責

色

粗 良好

６７
　

　

九

弥生土器

鉢

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
ハケナデ。

明赤褐色 1～ 4 Hlll程

度の砂粒を

含む。

良好

６８
　
　
　
九

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面
ハケナデ。

黒褐色 粗 良好

SD-304

遺物番号
図版番号

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色  調 胎  土 焼成 備  考

９
　
　
　
０

６

　

　

　

一

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、
外面ハケナデ。

黒褐色 粗 良好

０
　
　
　
０

７

　

　

　

　

一

弥生土器

甕

底径  74

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ナデ、外面
ハケナデ。

仄黄褐色 05～ l Hn
程度の砂粒

を含む。

良好

弥生土器

甕

底部内面ナデ。外面ハケナデ。 にぶい褐色 1～ 2 ml程

度の砂粒を

合む。

良好
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査地

号
号
番
番
物
版
遺
図

器  種 法
量 口径
器高

調 整 色  調 胎  土 焼成 備  考

２
　
　

　

０

７

　

　

　

　

一

弥生土器

重

口縁部内外面ヨヨナデ。端面に1条の沈線文
を施す。

橙色 粗 良好

弥生土器 176 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ナデ、外面
ヘラミガキ。

髄 粗 良好

４
　
　
　
０

７

　

　

　

一

弥生土器

霊

口縁部内外面ヨコナデ。端面にキザミロを3
列施す。

褐灰色 1～ 2 4ul程

度の砂粒を

合む。

良好

５
　
　

　

０

７

　

　

　

一

弥生土器

壷

体部内外面ナデ。外面に多条沈線文 (10条 +
α)を施す。

黄褐色 lHn程度の

砂粒を含む。

良好

６
　
　
　
０

７

　

　

　

一

弥生土器

董

顕部内外面ナデ。外面に多条沈線文 (17条十
α)を施す。

黄褐色 2～ 3 1nm程

度の砂粒を

含む。

良好

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ナデ、外面
ハケナデ。

にぶい責褐

色

粗 良好

弥生土器

甕

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 褐色 粗 良好

９
　
　
　
０

７

　

　

　

　

一

偏平片刃

石斧

長存

　

さ

現

幅

厚

両面と側面は研磨痕がある。 緑灰色
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第 4章 まとめ

今回の調査の結果、弥生時代前期末と古墳時代中期から後期と平安時代末期から鎌倉時代初

頭の 3時期の遺構を検出した。

平安時代後期から鎌倉時代初頭

水田跡を I調査地とⅡ調査地で検出した。特にⅡ調査地では条里施行にともなう畦畔を検出

しており、水田面には人間および動物の足跡が多数残っていた。当時この地を耕作 しており、

この水田は鎌倉時代初頭頃の洪水による堆積土 (砂層)に よつて埋没したことがわかつた。同

時期の水田は北東約250mの (財)大阪府埋蔵文化財協会の調査地でも検出しており、少なく
註 1

とも当調査地より北東部一帯には生産域 (水田)が広がっていることが半J明 した。

古墳時代中期から後期

I調査地の全域とⅡ調査地の北側では、水田土と推定される粘土層が広がっていることがわ

かった。しかしこの土層は耕作されている痕跡が見あたらないことから未耕地であったと思わ

れる。また、Ⅱ調査地の南側では古墳時代中期の集落跡が検出された。溝や小穴が数的には少

ないが検出されたことにより、今回の調査地より南には当時の集落が存在していたことが明ら

かになった。

弥生時代前期末

I調査地の 2区 と3区で溝 1条 を検出した。またⅡ調査地では、土坑・小穴・溝を検出した。

遺構内からは畿内第一様式新段階に位置付けられる河内 I-4様式の遺物が出土している。第
itt 2

5次調査 (③)で も同時期の遺物が出土していることから、同時期の集落が当調査地まで広がっ
註 3

ていることが確認でき、東西約400mが同時代の集落域であったと推定される。Ⅱ調査地では、

調査地の北側には遺構の検出がなく、溝を界に、南側で多 く遺構を検出したことから、同時代

の集落の北東端を界とする溝の可能性が考えられる。

註1(財 )大阪府埋蔵文化財協会 志紀遺跡発掘調査 現地説明会資料-38 平成 6年 11月
註2 寺沢薫・森岡秀人編著『弥生土器の様式と編年』「近畿編 I」 1989年 6月 15日  図書出版 木耳社
註3 本書掲載 「I 田井中遺跡 (第 5次調査)」
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Ⅶ   国



図
版

一

I調査地  1区 第 1面全景 (西から)

I調査地 1区 第 2面全景 (西から)

I調査地 2区 第 1面全景 (北から)

I調査地 2区 第 2面全景 (北から)

I調査地 1区 第 3面全景 (西から) I調査地 2区 第 3面全景 (北から)



I調査地 3区 第 1面全景 (西から) I調査地 4区 第 1面全景 (北から)

【調査地 3区 第 2面全景 (西から) I調査地 4区 第 2面全景 (北から)

I調査地 3区 第 3面全景 (西から) I調査地 4区 第 3面全景 (北から)



図
版
三

I調査地 2区 SD-301 検出状況 (西から)

jイ|

I調査地 3区 SD-301 検出状況 (北から)



図
版
四

Ⅱ調査地 第 1面全景 (北から) Ⅱ調査地 第 3面全景 (北から)

Ⅱ調査地 第 2面全景 (北から) 巨調査地 第 3面全景 (南から)

Ⅱ調査地 第 2面 遺構検出状況 (北から) Ⅱ調査地 SD-302 検出状況 (東から)



図
版
五

Ⅱ調査地 SK-303 検出状況 (南から)

Ⅱ調査地 SD-304。 SD-305 検出状況 (東から) H調査地 SD-302 遺物出土状況 (南から)

Ⅱ調査地 SK-302 遺物出土状況 (南から) Ⅱ調査地 第 4面全景 (北から)



図
版
六

I調査地 第 6層 (1)
Ⅱ調査地 第 6層 (30)

第 7層 (9)第 8層 (13■ 5)第 9層 (23)SD-301
SD-201(34)第 9層 (36・ 38)出土状況

(29)



H調査地 第 9層 (39・ 42・ 43・ 45・ 46・ 49)出土遺物
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E調査地 SK-301(50。 51)SK-302(53・ 55～57)出土遺物
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)SP-31Ⅱ調査地  SK‐-303(58・ 59・ 61 1(62)SD-302(63・ 64・ 67,68)出土遺物



SD-304(69'70)第 10層 (72・ 74～76,79)出土遺物
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